
異学年交流活動（Ｉｎｔerchange　ａｃｔｉvｉｔｙ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の充実を図る

たてわり班活動の充実

集会活動の活性化

低・中・高学年ごとに積極的な学習・行事等の交流

地域学習・
自然体験活動(Ｎａｔure　ａｃｔｉvｉｔｙ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に取り組む

矢野口の自然や文化、商店会、地域人材を生かした取組と地域の方々との交流

フラワーロードの整備
ふれあいの森、野沢温泉村の自然体験学習の充実

食育を推進する
年間指導計画の活用
保健指導・給食指導・学級活動の充実

養護教諭や給食センター栄養士との連携

目標達成のための具体的方策中・長期的な目標　（教育目標等）

定期・臨時の安全指導の徹底

生活指導部を中心とした迅速で組織的な対応

地域と連携した見守りの強化

基本的な授業規律の徹底
発言の仕方、話の聞き方、学習用具の準備、机上整理など

教室・廊下・ロッカー等の整理整頓
整った掲示物

読書活動（Reading　activity）
　　　　　　　　　　　　を一層充実させる

「すきま時間読書」の習慣化

読書月間の設定

魅力ある読書活動の展開

〇ねばり強い子（健康で安全に生活する力の育成）

「健康・安全に気を付け、
　　　　　　　　粘り強く取り組む態度を育てる。」

〇七小の特色ある教育活動
　　　　　　　　　　　　　　　（ユネスコスクールとしてRIN教育の取組）

「矢野口を愛し、
　　　　　　　矢野口に愛される児童を育てる。」

基本的生活習慣の定着を図る

短期的な目標

朝学習（チャレンジタイム、朝読書）・補習学習（七小タイム）の実施

ドリル等の繰り返し学習
習熟度別・少人数算数指導の適正実施

東京ベーシックドリルの活用

全教育活動を通して人権教育を推進

道徳授業の一層の充実
信頼関係を築く学級活動の工夫（学級会・GWT・グループエンカウンター・係や当番活

動等）

個人面談を年２回実施

相談に対して原則複数の教員で対応

丁寧な聞き取りと迅速な対応
開かれた相談しやすい学校づくり

人間関係の温かい学級集団をつくる

いじめや不登校を防止する

相談体制の充実の図る

ロイロノート等学習支援ソフトの積極的活用

ICT活用に関する情報収集と情報共有

ICT支援員との連携強化

ねらいの明確化（価値ある学習課題の設定）
見通しと振り返りの設定

個に応じた指導の工夫

指導力向上のための研修の充実（校内研究、ふらっと参観、バディOJT、OJT研修）

体育学習の充実
運動の日常化

外遊びの励行

なわとびの取組の充実

落ち着いて学習できる環境をつくる

挨拶の励行
チャイム着席の徹底

丁寧な言葉遣いの励行

家庭との連携協力

基礎的・基本的な学習内容の定着を図る

◎思いやりのある子（豊かな心の育成）

「互いに認め合い、他を思いやる心を育てる。」

タブレットを効果的に活用する

個に応じた指導の充実

自己肯定感・ウェルビーイング向上を目指した協働性の高い活動の実践
特別支援教室、専門家・関係機関との連携強化

個別指導計画の活用

特別支援教育を充実させる

〇考える子（確かな学力の育成）

「自ら学び、考え、判断する力を育てる。」

体力の向上を図る

安全指導を一層強化する

目指す学校像・児童像・教師像

関わる全ての人が幸せになる

稲城第七小学校

（目指す学校像）
〇児童が、楽しく学んで成長を実感し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安心して生活できる学校

〇教職員が、ゆとりと自己有用感をもち
　　　　　　　　　　持ち味を生かして生き生きと働く学校

〇保護者・地域が、安心して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供を通わせられる学校

（目指す児童像）
〇自ら学び、よく考え判断し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活に生かそうとする児童

〇互いに認め合い、
　　　　　　　　　　　　　思いやりの心をもった寛容な児童

〇心身ともにたくましく、
　　　　　　　　　　　あきらめずに最後まで取り組む児童

（目指す教師像）
〇一人一人に寄り添い、児童を伸ばせる教師

〇保護者・地域と丁寧に対応し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信頼関係を築ける教師

〇チームの輪を大切に、
　　　　　　　　　　　　　　　組織で動く協働的な職員集団

〇指導の専門家として、
　　　　　　　　　　　　　　　　　絶えず自己研鑽に励む教師

　　令和７年度　稲城市立稲城第七小学校の教育

稲城第七小学校の教育目標　　「人権教育を基調とし、人間性豊かな児童の育成」
〇考える子　　　　◎思いやりのある子　　　〇ねばり強い子

令和７年４月１日　　　校　長　　　黒　澤　敦　史　　
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評価

学期ごとにいじめアンケートといじめ防止授業の実施
全件を組織的対応

丁寧で粘り強く、毅然とした生活指導

全員が「わかる」「できる」授業を展開する


